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二次林を跨ぐ形で林内に生息する野ネズミ類を捕獲 放獣する方法により 年から 年まで個体群の
変動を調査した
その結果 調査対象としたアカネズミ ヒメネズミ の捕
獲個体数は 年 月には延べワナ数 個で 個体 回と最高の高密度状態を記録したが 月か
ら急激な減少が認められ その後は 年以上ひと月の捕獲個体が数頭という低密度で推移したことから 野
ネズミ類個体群にクラッシュが生じたものと判断した
アカネズミとヒメネズミの捕獲個体数の変動を比較すると それぞれの生息特性を反映して急減の時期に




いという傾向を得た 行動範囲に関しては 高密度下では大きく ランダムに分布し 低密度下では小さく
限定的になる傾向が見られた
アカネズミ ヒメネズミ 捕獲放獣 個体群動態 クラッシュ
型哺乳類よりも狭いため 微小生息環境に左右されやす
く 生息環境との関係が深いと言われている 野ネズミ
現在 日本の林業は 安価な外材の輸入 非木材系建材 類は 捕獲が容易であるため 微小生息環境の変化の影響
の利用などによる木材需要の低下や 林業従事者の高齢 による種組成の変化や個体数の変動の把握がし易いことか
化 林業採算性の悪化 それに伴う森林経営者の意欲低下 ら これらを対象とすることで 森林施業と生物多様性の
などによって低迷が続いている このため 人工林を健全 保全とのあり方を探る一環として関係性を明らかにするこ
に保つにあたって必要とされる 除間伐などの管理が適切 とができると考えた
に行われておらず 荒廃した森林も目立っている そこで本論文では 林相の異なる針葉樹人工林と広葉樹
そこで 従来からの木材生産機能のみならず 生物多様 二次林を跨ぐ形で林内に生息する野ネズミ類を捕獲 放獣
性の保全などを含めた公益的機能の発揮など 環境に配慮 する方法により捕獲個体群の動態や各林分の利用状況の把
した森林施業が求められている そのような中で 野生 握を目的に生息状況の調査を行った
動物との共存を視野に入れた研究も 重要な意味を持つの
ではないかと考えた
野ネズミ類の研究は 造林木への野ネズミ類による剥皮 本研究は 東京都西多摩郡奥多摩町の東京農業大学奥多
害が深刻化したため 防除を目的とした研究が多くなされ 摩演習林 以下 演習林 に隣接する林分 北緯 東経
てきた しかし 近年では被害面積も小さくなり かつて で行った
の 程度となっているため 問題視されていない 演習林は 東京都西部に位置し 狩倉山 を最
森林性の野ネズミ類は 堅果類の種子散布者として森林 高地点に の面積をもつ 近年 奥多摩地域は ニホ
の更新と結びつきが深いことが知られており 同所的に複 ンジカ による食害の激害地と
数種生息するとともに 多くの場所に生息している ま なっており 演習林でもオオバアサガラ
た 世代交代が早く 行動範囲が と 中 大 アセビ ヤマトリカブト
小野晃一 勝又達也 菅原 泉 上原 巌 佐藤 明
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サイクルとして 晩連続で行った そして これをひと月
分の調査とした
シャ マントラップで捕獲した個体は 捕獲地点の確
認 種の同定 個体識別 体重の測定を行った後 捕獲地
点で放獣した 捕獲個体が新規個体であった場合は その
場で性別の確認 個体の各部位 全長 尾長
後足長 左右 つめ有り つめ無し の
外部計測を行った後 指切り法を用いて個体番号を付し放
獣した
調査期間は 年 月から 年 月までである
なお 冬季の一時期は調査を行っていない また ひと月
分の調査における述べトラップ数は 個
となり 各年のトラップ数は 年が 個
年が 個 年が 個となり 年間での総
トラップ数は 個となった 生息密度の評価に関し
ては 従来の推定法 森林野生動物学研究会 など
を用いるには 捕獲数が少なすぎる場合が多かったため
フタリシズカ 本報告では捕獲実数を用いた
マツカゼソウ な なお 捕獲個体数はひと月の調査で個体識別のうえ捕獲
どのシカ低嗜好性植物以外 下層植生はほとんど見られな された個体数を指し 捕獲回数はその月ののべ捕獲回数を
い状態にある 表したものである
調査地は 北東に向いた尾根を中心に標高 また ミズナラ堅果の豊凶を調べるため 年から
に位置し 地質は石灰岩 土壌は褐色森林土で 年平均気 年に演習林内のミズナラ林に 年は調査プロッ




間隔で格子状になるよう区切った 図 今回捕獲された小型哺乳類は 齧歯目が アカネズミ
針葉樹人工林は 一部にヒノキ ヒメネズミ スミ
を含む約 年生のスギ 人 スネズミ ニホンリス
工林である 立木本数は約 本 であり 平均胸高 およびヤマネ 食虫目が ヒミ
直径は 平均樹高は である 年に切り ズ ジネズミ
捨て間伐が行われ 林床にはそれらの材が倒木状に多く存 およびアズマモグラ の計
在している また 林内平均相対照度は 総面積 種類であった しかし スミスネズミ ニホンリス ヤマ
となっている ネ ヒミズ ジネズミ アズマモグラの 種は 全調査期
一方 広葉樹二次林は ミズナラ を 間を通して捕獲数がわずかであったことから 本報告では
優占種とし アカシデ イヌシデ アカネズミとヒメネズミを野ネズミ類として述べる
ヤマザクラ アワブ
キ などからなり 立木本数は約
本 平均胸高直径 平均上層樹高はそれぞれ 野ネズミ類の総捕獲個体数は 年から 年まで
である 夏期の林内平均相対照度は 総面 順に 頭 頭 頭 頭となった 一方 総捕獲
積は である 回数では それぞれ 回 回 回 回となっ
た 図 また アカネズミ ヒメネズミ以外の種の割合
としては 年はヒミズが 頭 ニホンリスが 頭で
野ネズミの捕獲には 社製の あった しかし 野ネズミの少なくなった 年では ヒ
ライブ アニマル トラップ 以下シャ マントラップ ミズが 頭 ジネズミ スミスネズミが 頭 ニホンリス
型を使用した トラップの設置は 先述したようにプ が 頭となった その後 年は ヒミズ 頭 スミス
ロット内の格子状に区切った各交点 ヶ所に 個ずつ設 ネズミ 頭 ヤマネ 頭であり 年では ヒミズが
置した また 野ネズミ類の誘因物としてオ トミ ルを 頭と減少し スミスネズミが 頭 ジネズミが 頭 アズ
図
捕獲個体数の季節的な変動と年次変化
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Chamaecyparis ob- Apodemus speciosus A. argenteus
tusa Cryptomeria japonica Eothenomys smithii Sciurus
lis Glirulus japonicus
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て 非常に多かった しかし 年 月頃から捕獲個体
数は減り始め 年の調査ではほとんど野ネズミの捕獲
は見られなくなった その後 年の調査から捕獲個体




頭 頭 頭 頭であった 年のアカネズミは 月
に個体数のピ クを迎え その後急激に減少していること
が認められた 特に 月から 月にかけての減少が著
しく それ以降 年の 月までで 個体のみ捕獲され
ただけであった その後 年には少数ではあるが回復
傾向が見られ 捕獲個体数はゆるやかな増加が認められ
た また 新規個体数は 年において 月に 頭と
多く確認できたが 年では 月に 個体確認できたの
みであった その後は徐 に増加が見られるが 年と比 アカネズミとヒメネズミで針葉樹人工林と広葉樹二次林
較すると少ない状態である それぞれに どのような生息状況を示すかを調べた すな
ヒメネズミの捕獲個体数は 図 に示すように 年 わち それは捕獲個体の個体識別をもとに生息場所や行動
から 頭 頭 頭 頭と変化した 年のヒメ 状況を解析した結果である
ネズミは 月に捕獲回数が最多となったが 捕獲個体数は アカネズミの林分毎の生息状況を見ると 全体的には広
月に最も多く確認ができた その後は 大きく捕獲個体 葉樹林の利用頻度がより高かった 図 秋季以降につい
数を減らしていき 年では ほとんど捕獲されない状 て広葉樹林のみを利用している個体と針葉樹林のみのそれ
態となった 年 月には捕獲個体数が 頭となり とを比較すると 針葉樹林のみを利用する個体のほうが多
月まで同程度の捕獲個体数が確認できた 年 月に くなっていた さらに図からも明らかなように 針葉樹林
若干の減少が見られたものの 年においては捕獲個体 広葉樹林の両方を利用している個体は 全ての年において
数の増加が確認できた 少ない傾向にあった そのため 今回の調査ではほとんど
アカネズミとヒメネズミの捕獲個体数の推移を比較する の個体がどちらか一方の林分のみを利用していた また
と 全体的には同じような変動傾向を示すものの 捕獲個 生息密度を粗密度でみると 年 月が最大で 頭
体数が著しく多かった 年では 個体数減少の開始時 であった うち 針葉樹林が 頭 広葉樹林が
期は約 ヶ月のずれが見られ ヒメネズミで変化の遅れが 頭 両林分の利用が 頭 であった その他の
確認できた しかし 年以降では 両種の増減に 年は 年が 月に 頭 年 月に 頭
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全体的に多かった 図 しかし 夏季においては 広葉 同様に両方の林分を利用している個体は少ないという結果
樹林のみを利用する個体が増し 針葉樹林のみ利用する個 となった また 生息密度は 年 月が最大で
体は減少する傾向が見られた その後の捕獲個体数の推移 頭 となり 針葉樹林が 頭 広葉樹林が 頭
は 高密度であった 年以外は 針葉樹林 広葉樹林と 両方の利用が 頭 であった その他の年は
もに春季と同じような傾向を示した また アカネズミと 年 月の 頭 年 月の 頭 年 月
図 図
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野ネズミの実測レンジ長
が 頭 であり アカネズミ同様 年と大きな差 平均が であった こちらでは どちらかという
がみられた と 針葉樹林の利用が多く見られる また 境界を越えて
高密度下の 年における行動範囲と 年の低密度 の活動も活発に見られた 一方 年 月のものは 最
下での行動範囲を示す 図 なお 年は捕獲数が非 大レンジ長が 平均が であった
常に少数であったため 行動範囲をほとんど得られなかっ 演習林内のミズナラ林で測定された種子落下数の年変動
た それぞれ各年のアカネズミ ヒメネズミが最も多く捕 を示す 図 なお 年が調査プロット内で測定され
獲された月のものである 行動範囲の大きさを求める方法 たものであり 年から 年では堅果量の調査がな
としては 最大距離法 実測レンジ長 を用いた これは されていなかったため 中島 未発表 の結果を参考とし
行動範囲の大きさを面積ではなく 長さで表す方法であ て併せて示した 年のミズナラの堅果が約 万個以上
る なお 図 では一個体の実際に捕獲された地点を結び 確認され 生産が著しいことがわかる また




傾向があった また 年 月のものは こちらも広葉
樹林を主に利用している 最大の実測レンジは 平 奥多摩演習林内で行われた 属の個体数の推
均が だった 移を図 に示す 奥多摩演習林では 年から野ネズミ
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た ヒメネズミも 年はほとんど個体が確認できず 冬
り用トラップを用いての現在の調査形式に統一されたの 期のストレスにより繁殖に失敗したと考えられる そのた
が 年以降のため それ以降の結果を用いた なお め クラッシュにつながったと考えられる
年は スギ林 カラマツ林 広葉樹二次林の三 また 高密度下の 年の調査では アカネズミの個体
林相の隣接地 年以降は本調査地における調査結果で 数のピ ク時に ヒメネズミの個体数が少なくなっている
ある アカネズミ ヒメネズミ共に 年に急激に個体数 ことが認められた これは夏季から秋季にかけてヒメネズ
が増加しており 年を除くその他の年では個体 ミが半樹上生活を行っていて林床上に設置したトラップで
数が極端に低かった そのため 奥多摩演習林においては は捕獲されにくかったことが関係したものと考えられる
基本的に野ネズミ類の個体数は低密度状態で推移するので しかし アカネズミの個体数の少ない年の夏季において
はないかと考えられ 年の急激な個体数の増加は特殊 は 夏季になってもヒメネズミの個体数が減少していない
であったと思われる ことから ヒメネズミはアカネズミとの競合を避けるため
年は高密度状態であり 年 年は低密度 にこの時期 半樹上生活を行っている可能性が示唆され
で 年に若干の増加が見られた これはクラッシュと る 今後もモニタリングを継続していくとともに 樹上性





餌資源に関しては 年のミズナラ堅果数が著しかっ 状況については 種ごとに特徴を示すことが認められた
たため 豊作であったといえる また 宇田川 木村 アカネズミでは 全体的に広葉樹林内のみを利用する個体
が ブナ種子豊作と野ネズミ類の大発生を報告して が多かった その理由として広葉樹林のほうが利用できる
いる このようなことは ミズナラ堅果であっても発生 餌資源が多いこと 個体サイズが大きくヒメネズミの影響
することは考えられる また 高密度になると個体間の闘 は受けにくいことなどが考えられる そして 秋季以降に
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藤森隆郎 由井正敏 石井信夫 森林における野生
動物の保護管理 日本林業調査会
上田明一 野ネズミの生態 わかりやすい林業研究開
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: As a part of clarifying up the role of the forest ﬁeld mouse, we investigated the ﬂuctuation
of the mouse population at an area between a coniferous plantation and a broad-leaved secondary
forest in Okutama area, Tokyo. We attempted the capture-recapture method from to . In
September , the captured number of the and surveyed recorded
the maximum ( individuals, caputures in trap night ), but it started decreasing suddenly
from November. We judged that a sudden drop occurred in the ﬁeld mouse population because the
captured number of these mice remained low over the next year. Start of the drop in was
delayed three months compared to that of However, both species had a similar popu-
lation ﬂuctuation tendency. generally used the broad-leaved forest frequently, and they
showed increased dependence on the coniferous forest in fall. generally preferred the
coniferous forest, but in summer some individuals of both species used only the broad-leaved forest.
There were not many individuals whose home ranges extended across both kinds of forests. Home
ranges of the ﬁeld mice tended to be wide and random under a high density situation, but they became
narrow and clustered under a low density situation.
: capture-and-recapture method, change of population,
crash
By
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Population Fluctuation of the Japanese Field
Mouse in the Coniferous Plantation and
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